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長野市中心市街地は、コンパクト＋ネットワークによる持続可能な都市を形成するための鉄道およびバ

ス路線が集中した都市機能誘導区域である。長野市中心市街地は、交通環境を改善することで、来街者の

回遊行動が促進されるように支援することがまちづくりの目標の実施施策となっている。一方、駐車場も

多く立地し自動車による来街が最も多い地域でもある。そのため駐車場も重要な交通拠点としてまちづく

りを行う必要がある。駐車場を交通拠点として整備するにあたり自動車来街者の回遊性を損なわないよう

用途立地分布を考慮した駐車場を再配置する必要がある。本研究では、中心市街地への自動車来街者に着

目し、駐車場の種類、来街主目的施設から駐車場までの距離、用途立地分布に対する回遊行動時の総移動

距離、駐車料金等を調査した。これら駐車場選択要因と駐車場利用実態との関係を明らかにする。特に Cox

の生存関数等を用いて主目的施設から駐車位置までの距離に対する駐車確率を明らかにすることを目的と

する。 
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1. はじめに 

 

(1) 背景と目的 

現在、多くの地方都市では急激な人口減少や少子高齢

化といった社会情勢を考慮し、高度経済成長期から無秩

序に拡大した都市構造を、交通拠点を中心に集約化する

ことで持続可能な都市を形成する取り組みが進められて

いる。交通拠点は都市機能施設が集積する中心市街地に

設定することで、拠点エリアで都市機能施設を誘導する

ことで市街地の活性化を促進させる効果もある。 

研究対象とする長野市中心市街地は、コンパクト＋ネ

ットワークによる持続可能な都市を形成するための鉄道

およびバス路線が集中した都市機能誘導区域である。長

野市中心市街地では、交通環境を改善することで、来街

者の回遊行動が促進され、賑わいを創出するまちづくり

の実施施策となっている。一方、中心市街地は駐車場も

多く立地し自動車による来訪が最も多い地域でもある。

そのため駐車場も重要な交通拠点としてまちづくりを行

う必要がある。駐車場を交通拠点として整備するにあた

り自動車来街者の回遊性を損なわないよう用途立地分布

を考慮した駐車場を再配置する必要がある。 

本研究では、駐車場の移設・再配置・再整備を検討す

る際に指針とするため、駐車場選択と駐車距離・回遊距

離の関係等の知見を得ることを目的とする。 
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(2) 既往研究と本研究の枠組み 

駐車場選択に関する既往研究として、松原ら 1)は長岡

市中心市街地を対象に時間貸し駐車場の利用者に対して

アンケート調査を行い、駐車場から目的地までの距離を

指標として、来街者が不満なく利用できる時間貸し駐車

場整備のための移動距離の目安を示した。田中ら 2)は、

神戸市の都市商業地域で自動車来街者に対して行われた

駐車場利用実態調査から、多項ロジットモデルを用いて

駐車場選択における駐車料金、目的地までの距離、滞在

時間の関係を明らかにしている。宮之内ら 3)は、長野市

中心市街地を対象に、来街手段別の来街・回遊行動の特

徴の把握と市街地内道路の交通量を減少させる駐車場移

設場所の検討を行っている。PT調査を用い、各来街手段

の来街・回遊行動分析を行い、特に自動車来街者につい

て着ゾーンからの回遊トリップ先のゾーンをクラスター

分析により明らかにした。また矢野ら 4)は、長野市中心

市街地への自動車での来街者を対象に、駐車場利用や来

街・回遊行動について問うアンケート調査を実施した。

アンケートの集計結果から、市街地内のエリアごとの来

街の特徴を明らかにし、自動車での来街者は駐車場選択

において「訪問地までの近さ」を最も重視しているとい

った知見を得た。 

従来の研究では、目的別に目的地と駐車場の距離を考

慮した分析が主であった。しかしながら、来街・回遊行

動を考えた場合、まずは来訪したい目的施設があり、施

設で達成できる目的およびそこまでのアクセス距離を考

慮し、目的施設周辺に点在する駐車場を選択していると

考えられる。さらに他の立寄りたい施設がある場合は、

複数の施設を巡る回遊距離を考慮した駐車用選択が行わ

れていると考えられる。 

以上より本研究では、長野市中心市街地を対象に、①

主目的施設から駐車場までの距離および、駐車料金と回

遊距離との関係に関する実態を明らかにする。②目的施

設までの駐車距離および回遊距離の選択確率を累積確率

から明らかにする。③主目的施設ごとの駐車距離の生成

要因を、Coxモデル等を用いて明らかにする。 

 

2. 分析対象と調査データ 

 

(1) 分析対象地域 

分析対象地域は、長野市中心市街地とし、中央通りを

中心とした図-1に示す範囲とする。対象地域内は、長野

駅と長野電鉄の駅を中心とした都市機能誘導区域が複数

設けられている。 

(2) 駐車場利用実態調査と調査項目 

令和3年7月に長野市中心市街地の駐車場利用者を対

象に個人属性、駐車に至るまでの行動、駐車後の市街地 

 

図-1 分析対象地域 

表-1 駐車場利用実態調査の主要項目 

表-2 ブロック別の主要来訪施設の来訪割合 

 

内の回遊行動等の項目を含むアンケートを配布した。平

日1000部、休日2000部のアンケートを図-2.1に示す①

～⑬の駐車場にて配布し、合計で731部の回答が得られ

た。アンケートの調査項目の主要項目を表-2.1 に示す。 
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分析対象地域

調査項目 内 容 

個人属性 年齢、性別、職業等 

駐車場 

利用実態 

出発地、駐車場利用形態、利用頻度、

立ち寄り施設(主要な施設および目

的)、当該駐車場の利用理由、駐車場探

索ツール、駐車場改善要望等 

回遊行動実態 

回遊行動(駐車場から立ち寄った施設

までのルート、移動手段、滞在時間)、

出庫時間、支払方法等 

主目的来街施設 (全来

街のうち占める割合) 

駐車したブロック (％) 

1 2 3 4 5 

ながの東急百貨店(32%) 98.3 0.8 0.0 0.0 0.0 

善光寺(12%) 5.6 1.1 8.9 82.2 2.2 

長野グランドシネマズ(9%) 3.0 0.0 0.0 0.0 1.5 

MIDORI長野(5%) 88.2 5.9 0.0 2.9 2.9 

快活CLUB(3%) 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

ToiGO(3%) 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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図-2 主要目的施設別駐車場から主要来訪目的施設まで 

の移動距離（n：回答者数） 
 

3. 駐車場の利用要因に関する実態分析 

 

(1) 来街主目的施設の実態 

主目的施設の来訪数が全体の 2.0 %以上となる上位６

箇所をブロック別に表-2示す。 

上位 6位までの主要施設は、ながの東急、善光寺、グ

ランドシネマ、MIDORI、快活CLUBFiT24、TOiGOの順

で来訪数が多い結果となった。上記 6施設への来訪割合 

は、全体の約 65％となった。ながの東急、善光寺、長野

グランドシネマズ、MIDORI、TOiGOなど集客力のある 

 

 

 

 

 

図-3 ブロック別駐車場からの回遊距離（n：回答者数） 
 

大型施設へ来訪は、当該施設が立地するブロック(エリ

ア)の駐車場からのアクセスが多い結果となった。 

(2) 主要目的施設に対する駐車距離の実態 

主要施設として、ながの東急百貨店、善光寺、長野グ

ランドシネマズ、MIDORI 長野、快活CLUB の駐車場か

らの距離を図-2に示す。 

ながの東急百貨店を主目的とする来街では、施設まで

のイグレス距離が「125m以上 150m未満」の駐車場の利

用者の割合が 49.8％と最も大きい。善光寺を主目的とす

る来街では、施設までのイグレス距離が「275m以上300m

未満」の駐車場の利用者の割合が 67.1％と最も大きい。
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長野グランドシネマズを主目的とする来街では、施設ま

でのイグレス距離が「200m以上 225m未満」の駐車場の

利用者の割合が 83.9％と最も大きい。MIDORI 長野を主

目的とする来街では、施設までのイグレス距離が「25m

未満」の駐車場の利用者の割合が 65.5％と最も大きい。

快活CLUB FiT24長野昭和通り店を主目的とする来街で

は、施設までのイグレス距離が「150m 以上 175m 未満」

の駐車場の利用者の割合が 73.9％と最も大きい。 

以上より、買物目的は 175m以内が多く、観光(参拝)は

300m以上も存在する。娯楽は 250m以内が多い結果とな

った。 

(3) 駐車場からの市街地内回遊距離の実態 

各ブロックで用途立地分布が大きく異なる。用途分布

の分散により異なると考えられる。図-3に駐車場からの

回遊距離をブロック別に示す。 

対象地域全体では、回遊距離が「100m以上200m未満」

の駐車場の利用者の割合が 16.9％と最も大きい。次いで

「100m未満」の割合が 13.9％と大きい。ブロック別の結

果について、1 ブロックは全体の傾向と概ね一致してお

り、「100m以上 200m未満」の回遊距離の割合が 27.8％

と最も大きい。2ブロックは「100m未満」の回遊距離の

割合が 30.8％と最も大きい。3 ブロックは「400m 以上

500m未満」の回遊距離の割合が 57.0％と最も大きい。4

ブロックは「900m 以上 1000m 未満」の回遊距離の割合

が 35.8％と最も大きい。5 ブロックは「200m 以上 300m

未満」の回遊距離の割合が 37.2％と最も大きい。図をみ

ると第１および第３ブロックの回遊距離のばらつきが小

さいと認められる。 

(4) トリップ数と回遊距離の実態 

トリップ数（立ち寄り施設数）は回遊距離の長さとの

関係を明らかにする。図-4に駐車場からの回遊距離を立

ち寄り施設数別に示す。 

立ち寄り施設 1箇所では「100m以上 200m未満」の回

遊距離の割合が 25.3％と最も大きい。立ち寄り施設 2 箇

所では「200m以上300m未満」の回遊距離の割合が13.3％

と最も大きい。立ち寄り施設3箇所では「600m以上 700m

未満」の回遊距離の割合が 12.3％と最も大きい。立ち寄

り施設 4箇所以上では「1200m以上 1300m未満」「1600m

以上 1700m未満」の回遊距離の割合が 12.0％と最も大き

い。5ブロックは「200m以上 300m未満」の回遊距離の

割合が 37.2％と最も大きいことがわかった。回遊トリッ

プ数は回遊距離とある程度相関があると考えられる。 

(5) 駐車料金と市街地内回遊距離の実態 

図-5に駐車場からの回遊距離を駐車場での支払い金額

別に示す。 

支払い金額 0円では「100m以上 200m未満」の回遊距

離の割合が 25.1％と最も大きい。支払い金額 250円未満 

 

 

 

 

 

図-4 立ち寄り施設数別駐車場からの回遊距離（n：回答 

者数） 

 

 

 
図-5.1 駐車場での支払い金額別駐車場からの回遊距離 

（n：回答者数） 
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では「100m以上 400m未満」の回遊距離の割合が 16.5％

と最も大きい。支払い金額 250 円以上 500 円未満では

「100m未満」の回遊距離の割合が 15.0％と最も大きい。

支払い金額 500円以上 750円未満では「200m以上 300m

未満」の回遊距離の割合が 36.6％と最も大きい。支払い

金額 750 円以上「3000m 以上 400m 未満」の回遊距離の

割合が 15.6％と最も大きいことがわかる。750 円未満で

回遊距離のばらつきは小さくなるが、全体では駐車場金

と回遊距離では大きな違いは認められなかった。 

 

4. 駐車および回遊距離の生起確率 

 

3 章に示したアンケートの集計結果から、目的施設、

駐車場の立地するブロック、立ち寄り施設数、駐車料金

の違いにより、駐車場から目的施設までの距離や回遊距

離に違いがあることが明らかになった。本章では、主に

生存率解析に用いられるカプラン・マイヤー法における

生存時間を駐車場からの移動距離に置き換えて適用し、

距離に応じた駐車場の選択確率をカプラン・マイヤー曲

線により示す。 

 

(1) 主目的施設別駐車場移動距離の累積確率 

駐車場から来街主目的施設までのイグレス距離にカプ

ラン・マイヤー分析を適用した結果を主目的施設別に図

-6に示す。駐車場選択において、立ち寄り施設が 2つ以

上（2 トリップ以上）の場合には主目的以外の施設から

の移動距離も考慮されることを想定し、1 トリップの場

合と 2トリップ以上の場合を分けて分析を行った。 

全体の傾向として、2 トリップ以上の場合の方が 1 ト

リップの来街に比べて主目的施設から移動距離が長くな

っても選択される確率が高い。2 トリップ以上の場合に

注目すると、ながの東急百貨店は、駐車場から百貨店ま

でのイグレス距離が 300m では 50％で、900ｍでは 10％

で駐車する。善光寺は、300m を超えると 45％まで急激

に低下し、1100ｍでは％で駐車する。グランドシネマズ

は、200m を超えると 35％まで急激に低下し、2800ｍで

は 10％で駐車する。MIDORI 長野は、200m を超えると

0％まで急激に低下する。快活CLUBは、500mを超える

と 50％まで急激に低下し、2050ｍでは 10％で駐車する。

長野グランドシネマズ、快活クラブを主目的とする来街

では、比較的遠くの駐車場でも選ばれる確率が高い。 

(2) 主要目的別別回遊距離の累積確率 

駐車場からの回遊距離にカプラン・マイヤー分析を適

用した結果を来街主目的別に図-7に示す。買い物目的は、

駐車場からの回遊距離が 300mでは 50％で、1000ｍでは

10％で駐車する。飲食目的は、700mまでは 50％で、2000

ｍでは 10％で駐車する。観光目的では、800mでは 50％ 

 

 

 

図-5.2 駐車場での支払い金額別駐車場からの回遊距離 

（n：回答者数） 

 

 

 

 

図-6 主目的施設別駐車場から主目的施設までのイグレ 

ス距離と駐車確率（n：回答者数） 
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で、2000ｍでは 10％で駐車する。娯楽目的は、400m を

超えると 40％まで急激に低下し、2200ｍでは 10％で駐

車する。特に買い物目的は他の目的に比べて回遊距離が

長くなるほど駐車場が選ばれる確率は低くなる傾向が強

い。 

(4) 駐車料金別回遊距離の累積確率 

駐車場からの回遊距離にカプラン・マイヤー分析を適

用した結果を駐車料金別に図-8に示す。 

駐車料金が 0 円では、駐車場からの回遊距離が 300m

では 50％で、1100ｍでは 10％で駐車する。250円未満で

は、600mでは 50％で、2200ｍでは 10％で駐車する。250

円以上 500 円未満では、600m までは 50％で、2400ｍで

は 10％で駐車する。500円以上 750円未満では、400mま

では 50％で、1300ｍでは 10％で駐車する。750円以上で

は、800m までは 50％で、2400ｍでは 10％で駐車する。

全体の傾向として駐車料金が高くなるほど、回遊距離が

長くても駐車場が選ばれる確率が高くなる。 

 

5. 駐車距離の生成要因分析 

 

4 章までの結果から、駐車場から目的施設までの移動

距離や回遊距離には目的施設や駐車料金の大小によりば

らつきがあり、駐車場選択確率も条件により異なること

が分かった。駐車料金や割引の有無などの複数要因が駐

車場選択確率にどのように影響しているのかを総合的に

判定するためにCox比例ハザードモデルを用いて分析を

行った。 

 

(1) 駐車距離生成の概念 

Cox 比例ハザードモデルは本来生存率解析に用いられ

る手法であり、分析には生存（継続状態）と死亡（イベ

ント発生）の2つの状態のデータが必要である。今回は

駐車行為をイベントと考えて適用した。継続状態は変数

の値がゼロのダミーのデータを分析内容に影響を与えな

い数（各分析で2件）投入し分析を行った。分析結果と

して、駐車場選択確率分布を示したカプラン・マイヤー

曲線と曲線を描くために用いられた変数、係数、P 値が

出力される。Cox比例ハザードモデルの概要を図-9に示

す。 

(2) 説明要因 

目的変数を施設までのイグレス距離、説明変数をアン

ケート項目の年齢、来街頻度、駐車料金、割引の有無、

滞在時間に設定し、Cox比例ハザードモデルを適用した。

分析では、各説明変数の P 値が 0.5 を下回るよう繰り返

し計算が行われ、P 値が 0.5 を超える変数項目は排除さ

れる。また回遊性の有無を反映させるために総回遊距離 

 

 

図-7 来街主目的別駐車場からの回遊距離と駐車場選択 

確率（n：回答者数） 
 

 

 

図-8 駐車料金別駐車場からの回遊距離と駐車場選択確 

率（n：回答者数） 
 

 

図-9 Cox比例ハザードモデル 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=322)買い物

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=35)飲食

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=96)観光

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=111)娯楽

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=196)0円

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=88)～250円

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=58)～500円

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

0 2000 4000 6000

駐
車
確
率

回遊距離

(n=88)～750円

Cox比例ハザードモデル

目的変数：施設までのイグレス距離

説明変数：駐車料金、割引きの有無…

→うち有意なものが変数として選ばれる

駐
車
確
率

施設までのイグレス距離

1.00

0.00
0.00

主目的施設 駐車場①

駐車場①の距離
で駐車する確率

第 66 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 7 

を説明変数に設定し分析を行ったが、いずれの施設でも

有意な結果が得られなかったため、ここでの記載は省く。 

(3) Coxモデルによる駐車距離生成要因の分析 

主目的施設別にCox比例ハザードモデルを適用した結

果のうち特徴的な結果が得られたながの東急百貨店と善

光寺の結果についてそれぞれ図-10、図-11に示す。 

各グラフには 2本の曲線が表示されている。値Aは各

変数の最小値が、値Bには各変数の最大値が入力された

状態で出力されている。ながの東急百貨店では、駐車料

金、滞在時間の項目が有意な変数として選ばれた。どち

らの変数も係数の符号がマイナスで駐車料金が高くなる

ほど、滞在時間が増えるほど駐車確立が小さくなるよう

に作用している。特に駐車料金の P 値が小さくながの東

急百貨店を目的とする駐車では、駐車料金が重視されて

いるといえる。 

善光寺では、滞在時間、割引の有無、年齢の項目が有

意な変数として選ばれた。滞在時間、年齢の係数の符号

はプラスで滞在時間が増えるほど、年齢が高くなるほど

駐車確立が大きくなるように作用している。また、割引

の有無の係数の符号はマイナスで割引がある駐車場ほど、

駐車確立が小さくなるように作用している。特に滞在時

間の P 値が小さく善光寺を目的とする駐車では、滞在時

間が重視されているといえる。 

 

6. まとめ 

 

本研究のおもな知見を以下に示す。 

(1) 駐車位置の実態に関する知見 

買物目的は 175m以内が多く、観光(参拝)は 300m以上

も存在する。娯楽は 250m 以内が多い結果となった。用

途の集積度によって回遊距離のばらつきが異なることが

確認できた。一方で、回遊トリップ数は回遊距離とある

程度相関が認められた。分析対象地域銭期では駐車場金

と移動距離では大きな違いは認められなかった。 

(2) 駐車確率に関する知見 

長野グランドシネマズ、快活クラブを主目的とする来

街では、比較的遠方の駐車場でも選ばれる確率が高い。

買い物目的は他の目的に比べて回遊距離が長くなるほど

駐車場が選ばれる確率は低くなる傾向が強い。全体の傾

向として駐車料金が高くなるほど、回遊距離が長くても

駐車する確率が高くなることが分かった。 

 

回帰式に含まれる変数  回帰式に含まれる変数 

変数項目 係数 P値  変数項目 係数 P値 

駐車料金 -0.0019 0.0153*  滞在時間 0.0027 0.0173* 

滞在時間 -0.0032 0.0681  割引有無 -0.7974 0.0590 

*：P < 0.05  年齢 0.1038 0.2388 

図-10 ながの東急百貨店Cox解析結果（左図） 

図-11 善光寺Cox解析結果（右図） 

 

(3) 駐車位置の生起要因に関する知見 

施設別に駐車距離に与える影響は、東急百貨店では駐

車料金が高いほど、駐車確率は下がることが分かった。

善光寺では、滞在時間が長いほど駐車する確率が高くな

ることが分かった。 
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